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Evaluation of spatial distribution of cement matrix in mortar
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養生温度を5, 10, 20および30℃と変化させた石灰系膨張材を混入したモルタルを作製し，材齢7日の反射電子像
を取得した。反射電子像で得られる未水和セメント，水酸化カルシウムおよび毛細管空隙の相について2点相関関
数および2点間経路相関関数適用することでセメントペーストマトリックスの内部組織構造を評価した。その結
果，養生温度が高いほど水酸化カルシウムの割合は多くなり，均質性を示す構造距離は大きくなる。鋼製拘束型
枠を使用して拘束すると水酸化カルシウムの割合が増加し，毛細管空隙率が小さくなる。


